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◆「久喜市議会だより」は、森林資源保護のため再生紙を使用しています。◆

みなさんの写真を表紙に掲載しませんか？
久喜市内の地域の行事、風景などの写真をお待ちしてお
ります。
詳しくは、議会事務局（Tel 22-1111 内線5115）まで。

11月定例会のお知らせ
平成22年11月定例会は、次の日程
で午前9時から開催される予定です。

月　日
11月16日（火）
11月24日（水）
11月29日（月）
11月30日（火）
12月 2日（木）
12月 3日（金）
12月 7日（火）
12月 9日（木）
12月10日（金）
12月13日（月）
12月14日（火）
12月15日（水）
12月21日（火）

内容
委員会

本会議

委員会

本会議

概　　要
議会運営委員会
開会、議案上程
市政に対する一般質問
市政に対する一般質問
市政に対する一般質問
市政に対する一般質問
議案質疑
予算常任委員会
総務財政市民常任委員会
環境建設水道常任委員会
福祉健康常任委員会
文教常任委員会
討論・採決、閉会

▲ツミの子育て（久喜市内） 撮影者：福田聰一様（久喜市栗橋東5丁目）
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会期9/2（木）～9/29（水）９月定例会

平成22年9月定例会は、9月2日から9月29日までの28日間の会期で開催されました。市長

提出議案65件のうち、継続審査となった決算認定46議案を除いて、すべて原案通り可決・同

意され、また議員提出議案についても、提出された6件のうち4件が原案通り可決されました。

○ 平成21年度決算は、
決算常任委員会において継続審査

平成21年度の決算認定議案は、決算常任委員会に付託
され、閉会中の継続審査案件として下記の日程で審査が
行われました。

10月01日（金） 10月04日（月）
10月12日（火） 10月15日（金）
10月22日（金） 10月26日（火）

決算常任委員会委員は、次のとおりです。
◎岡崎克巳　○青木信男　　石田利春　　木村奉憲　
井上忠昭　　大谷和子　　上條哲弘　　春山千明
齋藤広子　　並木隆一　　柿沼繁男　　猪股和雄
石川忠義　　新井勝行　　足立　清　　松村茂夫

◎委員長　　○副委員長

○「久喜市男女共同参画を
推進する条例」を可決

男女共同参画を総合的かつ計画的に推進するた

め、新たに制定される条例です。基本理念として、

「男女が、個人としての尊厳を重んぜられ、性別に

よる差別的取扱いを受けることなく、個人として能

力を発揮する機会が確保されること。」また、「男女

が、社会のあらゆる分野において、自らの意思によ

り様々な活動を選択し、主体的に参画できる環境が

確保されること」「市または事業者における活動方

針の立案及び決定に男女が共同して参画する機会が

確保されること」などをあげています。そして、そ

の実現のために、市、市民、及び事業者の責務を規

定しています。

その他、行動計画の策定や久喜市男女共同参画

審議会の設置などについても定めています。

●久喜市副市長
牧　　光治 氏　（さいたま市南区別所3丁目）

●久喜市名誉市民
中山登司男 氏　（久喜市菖蒲町菖蒲）
斉藤　和夫 氏　（久喜市高柳）
本多　健治 氏　（久喜市鷲宮）

●久喜市人権擁護委員
佐藤　富江 氏　（久喜市緑1丁目）

下記の人事について議会の意見を求められ、同意しま

した。

人　　　事

意　見　書

概 要

議員提出議案で提出され、可決された意見書を関係大

臣に送付しました。

○子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書
内閣総理大臣・厚生労働大臣

○ＵＲ賃貸住宅の公共住宅としての継続と居住者の居住
の安心策の確立を求める意見書
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・国土交通大臣

○児童虐待を未然に発見・防止する体制強化と予算の増
額を求める意見書
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣
厚生労働大臣

議 会 日 誌

○7月13日 久喜地区消防組合議会第2回臨時会

○7月14日 広域利根斎場組合議会第1回臨時会
利根川栗橋流域水防事務組合議会第1回臨時会
愛媛県西条市議会議員視察来庁

○7月15日～16日
埼玉県市議会議長会第4区議長会

○7月16日 久喜宮代衛生組合議会第2回臨時会

○7月20日 文教常任委員会所管事務調査

○7月21日 広報委員会

○7月27日 広報委員会

○7月28日 代表者会議
埼玉県市議会議長会第4区議長会議員研修会

○7月29日 北本地区衛生組合議会第2回定例会
愛知県豊川市議会議員視察来庁

○8月02日 神奈川県伊勢原市議会議員視察来庁

○8月05日 第4回消防広域化第7ブロック協議会

○8月09日 青森県十和田市議会議員視察来庁

○8月10日 文教常任委員会所管事務調査

○8月17日 北海道網走市議会議員視察来庁

○8月17日～18日
議会運営委員会行政視察研修

○8月19日 代表者会議

○8月20日 政務調査費審査委員会

○8月23日 こども議会
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提出議案とその結果 ※付託委員会
（予）予算常任委員会 （決）決算常任委員会
（総）総務財政市民常任委員会 （環）環境建設水道常任委員会
（福）福祉健康常任委員会 （文）文教常任委員会

○…賛成　×…反対　▲…退席
飛翔……飛翔　　政策……政策会議　　公明……公明党　　共産……日本共産党　　無派……無会派

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 

継続審査 － － － － － 

継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 

継続審査 － － － － － 

継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
継続審査 － － － － － 
承認 ○ ○ ○ ○ ○ 

●９月定例会（市長提出議案） 

平成22年度久喜市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市一般会計補正予算（第1号）について（予） 
平成21年度久喜市水道事業会計決算認定について（決） 
平成21年度久喜市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市一般会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋・鷲宮衛生組合一般会計歳入歳出決算認定について（決） 

平成21年度栗橋・大利根土地区画整理一部事務組合（第1工区） 
　一般会計歳入歳出決算認定について（決） 

平成21年度鷲宮町水道事業会計決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町定額給付金特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町鷲宮南部施設整備事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度鷲宮町一般会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町水道事業会計決算認定について（決） 

平成21年度幸手都市計画事業栗橋駅西（栗橋地区） 
　土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 

平成21年度栗橋町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度栗橋町一般会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町水道事業会計決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町公共下水道特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度菖蒲町一般会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市水道事業会計決算認定について（決） 
平成21年度久喜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市下水道特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について（決） 
平成21年度久喜市一般会計歳入歳出決算認定について（決） 
専決処分の承認を求めることについて【損害賠償】 

議案第115号 
議案第114号 
議案第113号 
議案第112号 
議案第111号 
議案第110号 
議案第109号 
議案第108号 
議案第107号 
議案第106号 
議案第105号 
議案第104号 
議案第103号 

議案第102号 

議案第101号 
議案第100号 
議案第99号 
議案第98号 
議案第97号 
議案第96号 
議案第95号 
議案第94号 
議案第93号 
議案第92号 
議案第91号 

議案第90号 

議案第89号 
議案第88号 
議案第87号 
議案第86号 
議案第85号 
議案第84号 
議案第83号 
議案第82号 
議案第81号 
議案第80号 
議案第79号 
議案第78号 
議案第77号 
議案第76号 
議案第75号 
議案第74号 
議案第73号 
議案第72号 
議案第71号 
議案第70号 
議案第69号 
議案第68号 
議案第67号 

議案番号 件　　名 議決結果 
無派 共産 公明 

会派名 
政策 飛翔 
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否決 × ○ × × × 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 

原案可決 ○ ○ ○ ○ × 

否決 × ○ × 
×6
○1

× 

原案可決 ○ ○ ○ ○ 
× 6
○10

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 

同意 ○ ○ ○ ○ ○ 
同意 ○ × ○ ○ ○ 
同意 ○ × ○ ○ ○ 
同意 ○ × ○ ○ ○ 
同意 ○ × ○ ○ ○ 

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 

否決 ○ ○ × ○ × 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ × ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ 

●９月定例会（議員提出議案） 

生活保護の「老齢加算」の復活を求める意見書 
児童虐待を未然に発見・防止する体制強化と予算の増額を求める意見書 

UR賃貸住宅の公共住宅としての継続と居住者の居住の安心策の 
　確立を求める意見書 

消費税増税に反対し食料品など非課税にすることを求める意見書 

子宮頸がんの予防措置実施の推進を求める意見書 

特別委員会の設置について 

久喜市人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
久喜市名誉市民の推挙について 
久喜市名誉市民の推挙について 
久喜市名誉市民の推挙について 
久喜市副市長の選任について 
字の区域を変更することについて（環） 
久喜市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例（福） 

久喜市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に 
　関する条例の一部を改正する条例（総） 

久喜市男女共同参画を推進する条例の修正案 
久喜市男女共同参画を推進する条例（総） 
平成22年度久喜市水道事業会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市下水道事業特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市介護保険特別会計補正予算（第1号）について（予） 
平成22年度久喜市老人保健特別会計補正予算（第1号）について（予） 

意見第8号 
意見第7号 

意見第6号 

意見第5号 

意見第4号 

議員提出第4号 

議案第131号 
議案第130号 
議案第129号 
議案第128号 
議案第127号 
議案第126号 
議案第125号 

議案第124号 

議案第123号 

議案第122号 
議案第121号 
議案第120号 
議案第119号 
議案第118号 
議案第117号 
議案第116号 

議案番号 件　　名 議決結果 
無派 共産 公明 

会派名 
政策 飛翔 

７月２６日に、菖蒲地区で浄水場付近への落雷

を原因とする浄水場の停電により、５か所ほぼ同時

に水道管破裂事故が発生してしまった。早急な復旧

工事を求める。

事故の原因は、落雷により浄水場の配水圧力計
等が故障したため、水圧が通常の約１.５倍近くに上
昇したものと推測される。
破裂箇所の、町中の約１５５メートルの区間の石

綿管については、耐震管への敷設がえを今年度早急

に実施していく。
また、残りの石綿管についても、来年度以降も計

画的に、なるべく早い時期に耐震管への布設がえを
進めていく。
漏水が表にでた箇所は、わかる範囲で仮復旧した

が、小規模で表にでていない漏水も多くあると予測
されるため、全延長にわたって漏水調査をして、修
繕に当たっていく。

◇各学校にガラス飛散防止対策を求め

る。◇各学校に網戸の設置を求める。◇総合振興計

画作成に法的な義務がなくなるが、今後も市として

作成し、議会の議決事件にするべきである。

市政に対する　一般質問
富澤孝至 議員
（政策会議）

菖蒲地区の水道管破裂事故

への早急な対応を求める

※質問順に掲載
しています。
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無作為抽出型市民参加手法は、行政が行政計画

を策定する際などに、住民基本台帳などから無作為

に選んだ市民に審議会や懇話会の委員を依頼し、「声

なき声」を行政計画などに反映させる手法である。

この手法は、計画策定にあたり、特定の団体や個人

的な考えから影響を受けることが少ないと言われる。

また、市民参加の裾野の拡大があげられている。生

活環境や考えが多様化したことを踏まえ、この手法

を取り入れるべきであるがいかがか。

今後、３年間に２４事業で市民参加を求め、こ
の内で３事業はワークショップ方式を考えている。

無作為抽出による委員選任は、公募などと併用

できる。無作為抽出型か、ワークショップかどちら

かという話ではない。

無作為抽出型を取り入れるのは、可能だと思う。
各事業課で、この手法を検討できるように、主管課
として各先進事例等の情報提供を行っていく。
不正請求事件に関わる損害金全額の早期返還を

原因者の他にも刑事被告人がいる。原因者から

の債権回収が困難ということであれば、こちらへも

請求をすべきであるが。

被告訴人が原因者以外いるが、損害賠償請求権
を負わせるのは難しい。ただ、刑事告訴で犯罪が立
証できれば、弁護士と協議して対応を決めたい。

石川忠義 議員
（政策会議）

無作為抽出による市民参加を

採用すべきであるが、考えを伺う

防災無線の難聴区域の解消に向けて、相当数の

新たな設置工事が進められてきたものと思う。その

改善された結果の状況や、未だ難聴区域となってい

るその工事はいつごろまでに完成するのか、進捗状

況を伺う。

平成１２・１３年に音達調査をしたところ、２９
ヵ所の増設が必要との結果になっていた。優先度の
高い場所から順次、１５ヵ所の子局の増設を行った。
引き続き難聴区域の解消に努めていきたい。

合併した各町施設との統合は、今後どのように

していくのか。

平成２３年４月からの運用開始を目指し、現在
４種類に分かれている無線周波数と操作システムを
統一する作業を進めている。

音達調査の時点から１０年が経過し、市内にも

高い建築物が増えて状況が変わってきている。現在

のデジタル時代から考えれば新しい機器等も出てい

ると思うが、今後どのように難聴区域の問題を解決

していくのか。

音達調査の時点から状況が変わってきており、
また旧市町の境に隣接して設置してあるような場合
は重複して聞こえてしまうこともあるので、今後各
地域の状況等について市民の皆様からご意見等を伺
い、確認していきたい。

内田　正 議員
（政策会議）

防災無線の難聴区域（旧久喜市）

解消工事の進捗状況は

菖蒲町栢間地区にある神明神社社叢の保全、天

王山塚古墳の調査、また、栢間小学校の敷地は栢間

陣屋の跡であるので、その歴史を調査、活用し後世

に伝えることについて伺う。

神明神社の社叢は県指定天然記念物、天王山塚
古墳は県指定史跡で、天王山塚古墳の属する栢間古
墳群は県指定重要遺跡となっている。社叢の維持管
理に保全措置の必要性が生じた場合は、神明神社、
県教育委員会と市の協議により対応したい。こうし

た文化財の活用については、合併した旧１市３町の
史跡や文化財等を気軽に散策できる内容の文化財マ
ップを、今年度中に作成する予定である。
圏央道のパーキングエリアの構想は

菖蒲町に出来る圏央道のパーキングエリアの構

想はどのようになっているのか。地元の人が使える

施設にし、パーキングエリア内に「道の駅」を併設

し、魅力的な施設にしていくよう、旧菖蒲町の構想

を総合振興計画や都市計画マスタープランに残し、

実現できるよう努力してほしいが。

圏央道の利用者サービスの向上や地域の特産物
のＰＲの活用等に必要な施設なので、ネクスコ東日
本に公共的な商業施設の整備を要望した。「道の駅」
など地元の方が利用できる施設の併設については、
ネクスコ東日本と今後協議していきたい。

盛永圭子 議員
（飛翔）

栢間地区にある神明神社の社叢
しゃそう

の

保全、天王山塚古墳の調査活用を
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市道久喜６号線の整備は、長年待たれていると

ころである。中でも、下早見の仏供田落沿いの道は

道幅が狭く、朝夕の通勤時間は大変混雑している。

早急な整備が必要だ。どのように取り組むのか。

市としても整備が必要な重要路線と位置づけて
いるが、本格的な整備となると多額の経費が必要と
なることから、未だ整備には至っていない。今後は
部分的な暫定整備なども視野に入れ、少しでも利用
する方々が安全安心して通れる道路整備に向けて取

り組んでいきたい。
例えば仏供田落をボックスカルバート方式等で

塞ぎ、道幅を広くすることは考えられないか。

用地測量等は行っているが、財源的な問題から
整備に至っていない。筋違橋の部分を一部ボックス
カルバートで塞ぎ、隅切りとして通行を良くするな
ど、暫定的な整備が施せればと考えている。
学校の施設改修、改善について

体育館の改修、教室への空調設備、トイレの改

修等が必要と考えるが。

体育館及びトイレは、耐震補強工事や大規模改
修工事に合わせて改修を行っていきたい。教室には
扇風機を順次計画的に整備していきたい。

◇文化、スポーツ団体への取り組みに

ついて。

岡崎克巳 議員
（公明党）

道路整備について

赤ちゃんの駅の新市の取り組み拡大について。

補正予算で赤ちゃんの駅整備事業として予算を
計上し、駅整備後には３７公共施設２７事業所であ
る。設置場所と利用のなお
一層の周知にも努めていき
たい。

高齢者または障がい者

の方などの買い物弱者の方

に宅配マップを市で作成し

ては、いかがか。

宅配マップは大変有効なものと考えているので、
今後先進事例等も調査し、市内の各商工会や福祉関
係団体とも調整を図りながら研究をしていきたい。

５歳児健診は、３歳児健診と就学時健診までの

橋渡しとして主に発達障がいの早期発見を目的に始

めるべきと思うがいかがか

現在のところ５歳児健診の実施は考えていない
が、引き続き各関係機関との連携を図りながら発達
障がいの早期発見と支援に取り組んでいきたい。

久喜市において乳幼児・児童への虐待の件数と

その後の状況について（平成２１年度）

身体的虐待９件、心理的虐待１０件、性的虐待
１件、ネグレクト６件、合計で２６件。関連施設と
連携を図りながら、継続的にフォローしていきたい。

齋藤広子 議員
（公明党）

赤ちゃんの駅の取り組み拡大・

買い物弱者へ宅配マップを・他

埼玉県の男女平等ランキング最下位の評価を、

どう受け止めるか。久喜市の男女平等度はいかがか。

今後の方針の施策はどうか。

新聞報道では、男女共同参画が進むノルウェー
の手法を参考に日本の指標を算出したもので、埼玉
県では「国情の違いを無視し、算出した指標の結果
は実態を表したものではない」としている。本市も
この件は、県と同様の意見である。なお、本市では
今議会議案として「男女共同参画を推進する条例」

の上程をしている。
全国学力調査について

久喜市では全国学力調査が抽出調査に移行し、

抽出校の中学校５校だけだった。それ以外の２９校

の小中学校は学力テストに参加しなかった理由は何

か。

全国学力調査に代わる「埼玉県小中学校学習状
況調査」という県独自のテストがあり、当市も小学5
年と中学２年を対象とした、算数（数学）、国語、社
会、理科、（英語）の科目で行っている。学校ごとに
成績を出して、児童、生徒の理解度をはかり、授業
に役立てている。また、授業科目だけでなく、課外
授業にも力を入れ、各人の持っている力を伸ばすよ
う指導しているところである。

田村栄子 議員
（無会派）

男女共同参画について

▲赤ちゃんの駅ポスター
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地域での不況は相変わらずで、派遣切り、失業

者は増大している。具体的な雇用の確保と地域経済

対策をさらに強化すべきだ。

現在、ふるさと雇用再生・緊急雇用創出基金事
業で緊急雇用相談事業（商工観光課）と高齢者相談
支援事業（介護福祉課）などで１１人の雇用を確保
した。また、９月補正予算で環境管理課などで臨時
職員など５事業で２７人、３０００万円余りを計上
した。地域就職面接会には１５社が参加し、求職者

４５人が面談した。今まで工業団地の派遣切りなど
の実態調査を実施してきたが、今度は全市に広げた
雇用実態調査を実施し、雇用の確保や正社員化につ
いて、直接企業を訪問し、要請していきたい。
「買いもの難民」問題の解決を

全国で６００万人以上といわれ、大きな社会問

題になっている「買いもの難民」問題は、久喜市の

公団のスーパー撤退でも深刻だ。ＵＲ（都市再生機

構）への働きかけのその後の状況は。また、関連自

治体や商店街との連携を図るべきだ。

ＵＲに青葉団地（久喜）、わし宮団地（鷲宮）の
早期のスーパー再開を働きかけた。店舗の分割再開
など検討しているようだ。十分な対策をしてもらい、
その上で自治会や商店街と協議し支援していく。

木村奉憲 議員
（日本共産党）

雇用の確保と中小零細業者対策を

最近のゲリラ豪雨は予測困難であり、地下道の

安全対策は喫緊の課題である。そこで市内の近年冠

水した地下道は何ヵ所か、それらの通行止めとする

基準と運用はどのようになっているか伺う。

市内の地下道は合計１４ヵ所、近年冠水した箇
所は１０ヵ所である。通行止めの基準は冠水の程度
と雨の状況によりその都度判断する。

国交省は２年前の鹿沼市の事故をきっかけに、

危険な地下道への安全対策を通達している。危険な

箇所に自動警報機やエアー遮断機のような安全対策

を行うべきと思うがいかがか伺う。

既に設置したさいたま市の今後の状況と運用を
見ながら研究していきたい。

◇農産物（降ひょう）被害の対応につ

いて。◇清久地区の工業団地の状況について。

園部茂雄 議員
（政策会議）

地下道の安全対策について

７５歳をすぎると、人間ドックや保養所利用へ

の助成がなくなる。老いてますます元気にと、健康

を後押しすべきだが。検討の結果は。

１０月１日より国民健康保険と同様に実施した
く、補正予算を組んだ。保養所利用への助成は、県
広域連合からの財政配分基準が不確定であり、今後
検討していきたい。
伸び放題になっている草刈の管理について

背丈以上に伸びている草が放置されている。交

通安全、環境悪化、防火対策の面から草刈をすすめ

るべきだが。

良好な市民生活上、放置すべきでなく、必要に
応じて草刈を進めて来た。今後もパトロールと同時
に市民の皆さ
んからの情
報・要望をふ
まえ、伸び具
合などを見て
随時実施して
いく。情報を
歓迎する。

石田利春 議員
（日本共産党）

後期高齢者医療にも人間ドック・

保養所利用へ助成を

▲栗橋東五丁目
国道125号線脇と市道脇の草
幼児が中に入ると見えなくなる程の草

▲東鷲宮駅南側の地下道（宿地下道）
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この道路は、県道１２号線と交差して、菖蒲総

合支所方面に向かう町

道１級路線である。県

道との交差点には右折

車線と信号機まで設置

されているが、未改良

の砂利道なので町から

地権者に改良工事の協

力依頼をして、地権者

が同意をしても一向に進展しないが、新しい久喜市

としてはこのような道路にどう対処するか

平成９年に事業化に向けて地元説明会をし、平
成１４年には全線にわたり地権者立会いのもと境界
確認を実施した。財政的な問題でやむなく事業を休
止したが、市としても市道菖蒲１７号線の整備の必
要性を認識しているので、事業再開に向けて検討す
る。

旧菖蒲町では、圃場の農道や用排水の整備を農

家で工事施行をすれば、町で材料の支給をしたが、

新久喜市ではこのようなことはできないか。

材料支給の整備については、地元で施行するこ
とにより工事経費の節減等、本市の農業振興につな
がる有意義な整備手法の一つとして、要望があれば
地域の皆さんと協議して進めていきたい。

鎌田忠保 議員
（飛翔）

市道菖蒲１７号線の改良工事は

久喜市に、待望の第３次救命救急センターが来

年９月１日に済生会栗橋病院にオープンする予定で

ある。これにより脳と心臓の救急救命が約束される

ことになり、久喜市の重点施策でもある医療資源を

活かした安心できる地域完結型の高度医療に大きな

役割を果たすものと期待する。これについて、行政

としてどう対応する考えか。

国の医療提供体制の確保に関する基本方針では、
都道府県が中心となって医療体制に関する施策を企

画立案及び実行するとされていることから、救急医
療体制の整備については、初期は市町村の、第２次
及び第３次は都道府県の役割と考えている。
しかし、市内の医療機関に第３次救急医療体制が

整備されることは、高齢化の進展による救急患者の
増加への対応や、迅速な搬送と適切な治療により、
市民の安全安心な生活を守ることに大きく寄与する
ことになることから、救命救急センターの施設等の
整備に当たっては、可能な範囲での支援が必要であ
ると考えている。内容や方法等の支援のあり方につ
いては、これから検討していきたい。
なお、済生会栗橋病院からは、平成２２年８月３０

日付で市長宛に第３次救急医療体制の整備を目的と
した地域救急センター設立に対する補助の要望が出
されているので、内容を精査していきたい。

松村茂夫 議員
（飛翔）

救命救急センターへの支援

について

久喜地区にある６つの公立保育園のうち昭和

４０年代に建てられた、さくら保育園、すみれ保育

園は老朽化が進み耐震診断においても補強が必要と

の結果がでている。地域に根差した公立保育園は安

全安心な施設として整備するべきで、両園において

は建て替えを早急に行うべきだがいかがか伺う。

さくら保育園、すみれ保育園は、耐震度、また
建築年次や現在の建物の状況等を考えれば、建て替
えという選択肢の中で考えていきたい。それを前提

として建て替えに向けた基本調査を実施し、早急に
着手するべく庁内調整に全力を尽くしていきたい。
学校給食で変更になった米飯供給方式について

久喜地区の学校給食の米飯供給方式は、従来の

ふた付きお弁当箱使用の盛り付け方式を夏休み明け

より、お茶碗によそって食べる飯缶方式に変更した。

合併前の旧久喜市議会総務文教委員会ではお茶碗に

よそる飯缶方式への変更の検討を要望してきた。お

茶碗にふんわりよそったご飯はおいしく、また食育

の観点からもお茶碗を手に持ってご飯を頂くという

正しい食事の仕方を学ぶ等、教育的意義や効果を子

どもたちや保護者など広く周知するべきだがいかが

か伺う。

学校給食を通じて様々な食育の取り組みを推進
していくために、改めて広く周知していく。

春山千明 議員
（政策会議）

久喜市の公立保育園建て替え

について

▲市道菖蒲１７号線
（菖蒲総合支所近く）
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平成２１年度４月から住宅への火災報知機の設

置が義務付けられている。特に高齢者の生命を火災

から守る意味でも、設置に当たっては市独自の補助

制度を設けるよう強く求めたいが。

いま、市内居住の１人暮らしの高齢者のうち、
生活保護受給世帯などには助成事業があり、対象品
目となっている。

生活保護世帯以外にも少ない年金のみの低所

得世帯は多い。ぜひ補助を広げるよう検討してほし

い。

市職員の労働条件、労働環境の改善を

市役所や各総合支所では、この猛暑の中、夕刻

の５時１５分になると冷房を止めている。その後、

汗だくになって仕事をしているが３３度を超える室

温での業務は異常であり、違法でもある。ぜひ改善

を。

総合的な検討をし、９月からは空調の運転を
１９時１５分まで延長をした。

市職員、特に臨時職員の時給は幸手市よりも

低い。民間事業所は平均で８９９円である。市の公

務労働でのワーキングプアをなくすためにも引き上

げを。

◇栗橋駅区画整理事業について。◇市

内事業所の地下水使用について。

杉野　修 議員
（日本共産党）

高齢者宅の火災報知機設置に

市独自の補助を

社会問題化した高齢者の行方不明。本市ではこ

の問題の解決に向けてどのように取り組むのか。不

明となっている高齢者はいるか。

平成２２年８月３日現在、１００歳以上の高齢
者は住民基本台帳で２６人、外国人登録で１人の計
２７人。これらは全員所在確認ができている。

１００歳以下はどうするのか。

７５歳以上の高齢者に対して状況把握を行って
いく。

７５歳以上とした理由は。

平成２２年３月末で、６５歳以上は３１７００
人、７５歳以上は１２６００人。後期高齢者の受診
記録、介護の利用記録などを活用し状況把握に努め
ていく。６５歳以上で確認するには対象者が多く負
担が大きい。そのような理由から７５歳以上とした。

戸籍に残る１００歳以上の存在者、１１４人は

どうするのか。

戸籍は届出で行われる。届出がなければ抹消で
きない。１００歳に達した方で生死の確認ができな
い、住所が不明で死亡の可能性が高い人も届出がな
いと抹消できない。しかしながら、戸籍問題が社会
問題化していることから法務省でも戸籍消除の簡略
化を考えている。本市でも１１４人については、３
親等を遡って実態調査し、速やかに対応していく。

鈴木精一 議員
（飛翔）

高齢者の行方不明問題

栗橋地区高柳の民地に野積みされた廃タイヤは、

旧栗橋町時代に一部撤去されたものの、廃タイヤチ

ップ工場跡地のものはいまだに手付かずで、廃タイ

ヤがうず高く積まれた状態である。廃タイヤに水が

たまり、ボウフラがわき、蚊の大発生を引き起こし

ている。蚊の発生状況と環境対策は。

当該民地には廃タイヤの他にも産業廃棄物が放
置された状態であり、産廃を管理する県の東部環境
管理事務所とともに定期的に巡回し、土地所有者に

対しても指導を行っているが、対応は十分でなく、
地元自治会による消毒作業が行われている状況を認
識している。今後、より一層管理を徹底するよう、
土地所有者に指導していく。

廃タイヤの撤去に向けての行政指導方策は。ま

た、廃タイヤを早期に撤去すべきだが。

当該土地は、平成２０年に開発を目的とした不
動産業者が取得した。開発の事前相談時には産廃の
適正な撤去に前向きな姿勢を示していたが、近年の
経済状況の悪化に伴い開発計画が遅れているとのこ
とである。

いつ頃に廃タイヤが撤去となるのか。

時期的にいつ頃になるかは、今の段階ではわか
らないとのことだが、今後も県と連携し、指導を進
めていきたい。

大鹿良夫 議員
（飛翔）

高柳の民地に野積みされた

廃タイヤの撤去について



（10）

近年、選挙においては期日前投票の比率が高く

なってきている。そこで現在のはがきによる方式を

選挙人ごとの整理券とし、その裏面には期日前投票

の誓約書にもなるようにして、封筒で世帯ごとに郵

送する方式に改善を図ってはどうか。

本市は従来から１枚４名連記式のはがきを使用
しているところである。期日前投票は当日、仕事や
学業、旅行、病気等で投票所で出来ない方に設けら
れた制度で、規則上宣誓書に真正を誓う旨、住所氏

名を記入していただいている。現在のところ封筒方
式は考えていないが、県内の他市の入場整理券の形
態を把握し調査研究をしていく。
水道の老朽管の対策について

菖蒲地区で水道の老朽管、いわゆる石綿管が破

損し断水また赤水も出た。緊急に老朽管の整備が必

要なところはどこか、また、年次計画を立て改善を

推進すべきと考えるがどうか。

石綿管の延長は、現在、久喜３２６ｍ、菖蒲１
万２９１３ｍ、栗橋２５９２ｍ、鷲宮２９０３ｍで
ある。菖蒲地区のまず１５５ｍは早急に布設替え工
事を実施する。４地区の事業統合を図り、緊急性の
高いところなど十分に検討し年次計画を立てていく。

戸ヶ崎博 議員
（公明党）

選挙投票入場券の改善について

日本林学会の巨星といわれる旧菖蒲町出身の本

多静六博士の功績は郷土の誇りであり、久喜市全体

で生涯学習の教材として活用していくべきであるが、

その取り組み状況は。

小中学生用に作成された本多静六博士について
の副読本を、広く生涯学習にも活用していきたいと
考えている。また、市民大学や高齢者大学の講座に
本多静六博士に関する講座を開設するなど、様々な
生涯学習の機会を捉え、広く周知していきたい。

旧菖蒲町と友好都市関係にあった青森県野辺地

町とは、新久喜市となってからも民間交流が継続し

ている。青年会議所では、毎年野辺地町と小学生を

相互に派遣する交流を行っており、子ども達にとっ

て大きな宝になったと考えている。ぜひとも市をあ

げて野辺地町との地域交流の輪を将来的に広げてい

ってほしい。交流の現状と、今後の友好都市として

の取り組みは。

友好都市関係については、合併後の久喜市に事
業を引き継ぎ、交流事業を実施している。今後の取
り組みについては、当面はこれまでの交流事業を新
市全体に拡大して実施していく必要があると考えて
いるが、交流事業が進展していく中で久喜市と野辺
地町の住民の皆様の理解が深まったならば、友好都
市協定についても検討していきたい。

梅田修一 議員
（飛翔）

本多静六博士の功績を教材に

活用する取り組みと野辺地町との

交流について

さくら、すみれ、あおば保育園の耐震診断結果

とそれを踏まえた市の考えは。早急に整備計画を策

定し、改築を急ぐべきと考えるが。

あおば保育園は耐震を有しているが、さくら、
すみれ保育園は、木造であり老朽化も重なり、基準
指標を大きく下回った。市としては、子ども達の安
全を確保するため、改築に向けた調査費を今議会の
補正予算に計上した。新たな整備計画を、早い段階
で策定できるよう努めたい。

公立保育園に対する国の補助が一般財源化され、

整備に係る補助が国から来ないことも進みづらい要

因ではないか。

国の補助は見込めない認識だが、後回しできな
い状況を踏まえ、一刻も早く着手できるように庁舎
整備を図っていきたい。
ガン検診について

早期発見、治療で、市民の命と健康を守るガン

検診は重要だ。個別ハガキをなくした事は受診低下

になったのではないか。ハガキは必要と考えるが。

市民への周知内容の増加、費用の面から通知は
とりやめた。今後も個別通知はせず、ガン予防、検
診の向上、市民意識向上に努める。

◇降雹被害に救済対策を。◇梨加工商

品の拡大について。◇少人数学級の実現について。

渡辺昌代 議員
（日本共産党）

保育園の維持管理事業について、

保育園整備計画の策定と改築を

すべきだが
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市道久喜７号線について、３月に完成したが供

用開始は８月２６日頃であった。これだけ時間がか

かった理由は。

警察との協議において現地確認をしたところ、
江面学校通り踏切付近の交差部において一時停止の
規制が必要との判断をいただいた。交通規制につい
ては地元警察署と県警察本部との協議のもと、県の
公安委員会で審査され、現地に規制標識が設置され
るまで時間を要したものである。

警察との協議の内容はどのようなものであった

か。

市としても、通行者の利便性向上のため１日も
早い供用開始を望んでおり、規制標識の早期設置を
久喜警察署に対しお願いしていたが、県警察本部の
事務手続きの事情から、規制標識の設置まで数ヵ月
を要したところである。

今後も道路整備が行われれば、完成後に警察の

協議が行われることになると思うが、なるべく短い

期間で供用開始すべきである。どのように対処する

のか。

事前協議を初めとする交通協議を重ね、現地立
会いなどを早期に実施し、道路を利用する方々の安
全を確保するとともに、速やかな道路の供用開始に
取り組んでいきたい。

鈴木松蔵 議員
（飛翔）

道路整備について

南部開発北側から旧１２２号線マミーマートま

での土地利用について、また、温水プール（アクレ）

から東側みさき公園までの住居ゾーンの今後の土地

利用については、どう考えているのか。

両方とも、新産業系ゾーン及び住居ゾーンと位
置づけられているので、今後策定予定の都市計画マ
スタープランにおいて、新市基本計画を参考に地域
の特性を活かした土地利用が図れるよう検討してい
きたい。

治水対策について

北部開発に伴う中堀下流の庄兵衛堀川の治水対

策の見通しは。県予算で平成２２年度治水対策のため

の調査費が計上されたと聞くが、現在の進捗状況は。

庄兵衛堀川が合流する隼人堀川の白岡町岡泉地
区付近において、現在河川改修工事を進めていると
のことである。
交通安全対策について

市道菖蒲７号線（みさき公園）と新設道路の市

道菖蒲１８４４号線とのＴ字路の安全対策は。信号

機の設置と交通安全標識を設置すべきだが。

久喜警察署に対し、書面にて信号機設置の要望
を行っている。また、一時停止の交通規制について、
今後の交通状況等を踏まえ、改めて久喜警察署と協
議していきたい。

青木信男 議員
（飛翔）

菖蒲地区新産業ゾーン、インター

周辺の土地利用について

耕作放棄地対策として、旧久喜市では平成２１

年９月に対策協議会を設立し、放棄地の解消に向け

て動き出した。２１年度の決算と活動状況は。

９９万３２９６円で、国の再生利用推進交付金
を全額活用している。協議会設立以前から農地の草
刈など農地の再生利用に向けた諸活動を行っており、
これらの取り組みを協議会に継承した。

市民へのＰＲ、連絡はどのように考えているか。

広報くきや農業委員会だより、市ホームページ

などの広報媒体を通じ、啓発をしていきたい。
圏央道の側道整備について

平成２３年には、久喜ジャンクションから白岡

菖蒲インターチェンジまでの区間が開通する見込み

と聞いている。側道整備の今後のスケジュールは。

市道菖蒲２７・２８号線及び市道久喜２３０号
線の約１８６０ｍについては、小柳橋改修工事の完
成に合わせた平成２３年度の開通を考えている。

市は地元の意見を聞いてどのように進めてきた

のか。今後、地元の意見を設計に盛り込めるよう、

国と協議してほしいが。

地元の皆様に対し、設計説明会や意見交換会な
どを開催し、図面を提示しながらご意見をいただき、
それらの意見を最大限反映する形で道路・水路の付
け替えを計画している。

宮�利造 議員
（飛翔）

久喜市の耕作放棄地対策について
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ジェネリック医薬品希望カードの配布・活用

（ダウンロード）・市民への啓発は

今年度もジェネリックの希望カードの作成を
２０００枚依頼し、市役所、各総合支所や各保健セ
ンターの窓口に設置し必要な市民の皆様に配布する
予定。また、市ホームページからジェネリック医薬
品希望カードがダウンロードができるようになって
いる。今後も広報紙、ホームページなどを利用して、
ジェネリック医薬品のことや利用促進等のための

ＰＲをしていきたい。
ジェネリック医薬品に切り替えた場合の、差額

通知を出している（赤穂市）ところがあるが。

大変効果があると考える。今後研究していきた
い。

自殺防止のためメンタルヘルスチェックが、携

帯やホームページでチェックできるようにしてはど

うか。

メンタルヘルスチェックの有用性を生かした紙
ベースのチェックを作成し講演会等で、配布する。

◇高齢者不明問題の認識と対応につい

て。◇弁当の日について。◇小学校２３校の砂場の

総点検について。

矢� 康 議員
（公明党）

ジェネリック医薬品（後発医薬品）

の普及について・他

警察行政の一元化を求める。（久喜警察署と幸手

警察署の管轄）

警察署の管轄区域は、久喜警察署・幸手警察署
に分かれているが、そこに住む住民の一体感の醸成
の観点からも、自治体の行政区域と一致することが
望ましい。管轄区域が一体化されるよう、埼玉県警
本部あてに要望していく。

都市計画の一元化を求める。（久喜都市計画・幸

手都市計画・蓮田都市計画の３区域）

新・久喜市は、３つの都市計画区域に分かれて
いる。埼玉県では、合併に伴う都市計画区域の再編
について、具体的な再編スケジュールを示す予定で
ある。関係市町と調整を図り、再編をスムーズに進
めていきたい。

郵便事業の一元化を求める。（久喜郵便局と栗橋

郵便局の管轄）

久喜郵便局は、平成１９年４月に担当区域を統
合したばかりである。郵便局として営業効率を優先
する考えであり、現在のところ統合や再編の予定は
ない。

並木隆一 議員
（飛翔）

新・久喜市として、

一体化のために

青葉けやき通りは３０年以上も上方へ伸び放題

で、近隣住宅への落葉、最近では枯枝の落下などの

危険も増えている。適切な剪定管理を行うべきだ。

来年度から樹高を低くして管理しやすい街路樹
にしていく。時期、樹高、剪定方法などについて地
元と協議していく。
久喜駅前広場の分煙対策を進めるべき

分煙を目的として、駅前広場に吸い殻入れを設

置したが、現状では歩きタバコは減っていない。受

動喫煙の防止のために喫煙場所を明確に指定して、

それ以外は禁煙に協力を求めるべきではないか。

歩行喫煙防止や、喫煙場所以外での禁煙に協力
してもらうような措置や啓発方法を考えたい。

歩行喫煙防止条例の制定を進めていく必要があ

るのではないか。

２３年度中に策定作業を終えたい。
◇障害者デイケア施設の運営と入所者

選考の一本化を進めるべき。「趣味の家」の施設改善。

◇学童保育一本化の計画は。鷲宮、栗橋地区の学童

保育の施設改善。◇視覚障害者あての公文書に点字

表示を。◇合併で廃止されたガン検診などの個別通

知の復活を。◇障害者自立支援給付費不正事件のそ

の後の経過と損害金回収の見通し。久喜児童クラブ

の不透明経理による損害金回収の現状は。

猪股和雄 議員
（政策会議）

青葉けやき通りの適切な

街路樹管理を
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この夏、日本列島は猛暑日の連続記録を更新。

学校での集団熱中症が危惧されている中、今年の余

りの暑さに、一刻も早く子供たちの教育環境の改善

をと、保護者が全額を負担して全教室に壁かけの扇

風機を設置した学校もある。このようなことは本来、

市が行うべきで、教室の環境整備は急務と考えるが、

現在の市内小中学校の教室への扇風機設置状況は。

久喜地区の小中学校１４校で、普通教室では１
教室４台を、特別教室では６～８台を設置している。

また、鷲宮地区の砂原小学校では普通教室の各教室
に１台ずつ設置している。

本来ならば夏前に検討されるべきと考えるが、

未設置の教室への設置予定はあるか。対応をどのよ

うに考えているか。

教室に扇風機が設置され
ていない小中学校１９校につ
いて、現在整備予定はないが、
子供たちの健康管理を行うと
ともに、効率的な学習に配慮
するため、教室への扇風機の
設置は必要であると考えてい
る。関係課と協議し、計画的
に設置できるように努めてい
きたい。

上條哲弘 議員
（飛翔）

学校教室の扇風機設置について

放課後子ども教室について、市内小学校での放

課後子ども教室運営状況は。

今年度市内１１小学校で活動。参加児童は在籍
児童数の約４０％に当たる１６００人。活動日数は、
平均年間２７日間で、平日週１回と第１、第３土曜
日の活動で、平日中心の会場と土曜日中心の会場も
ある。

新たに桜田小学校で開設されたが、今後開設さ

れる予定、計画は。

本年７月から８月
にかけて未開設のすべ
ての小学校を訪問し、
開設に向けた情報提供
等を行った。９月以降、
学校、保護者、地域そ
れぞれの代表者の方々
と情報交換を行い、来
年度、できれば各地区に１カ所程度実施していただ
ける会場が設定できればいいと考えている。

旧久喜市での取り組みで、他の３地域では、ま

だ内容が具体的に分からない状態。全域に進めてい

く際に、ゆっくり時間をかけて進めて欲しいが。

各学校、地域の方々の協力体制、状況を見きわ
めながら、少しずつ広げていければと考えている。

大谷和子 議員
（飛翔）

放課後子ども教室について

プリンター用インクカートリッジが国内で年間

約２億箇が消費されている。この里帰りプロジェク

トは主要メーカー６社が共同活動として取組み、現

在全国の郵便局３６３９局と連携して回収の取組み

がなされている。回収の目的は、リサイクルの促

進・再資源化・ゴミ減量化・資源循環型社会への貢

献を掲げている。現在の回収率は１０％程度で、他

は焼却されていると思われる。部品の中には電子部

品・レアメタルなど再資源として貴重なものも含ま

れている。資源を無駄にせず、ＣＯ2の削減や再資源

化に協力するために、この里帰りプロジェクトへ参

加を提案するが市の考えを伺う。

インクカートリッジ里帰りプロジェクトは、キ
ヤノン・エプソンなど６社のメーカーが共同で回収
することを目的としてスタートした事業で、郵便局
やメーカーと協定した自治体施設などに回収箱を設
置して再利用や再資源化されるものである。現在持
続可能な循環型社会の構築が求められている中、回
収や再資源化への取組みは販売事業者の責任と考え
ているが、議員から事業の意義と社会的貢献部分の
話があった。市では当面広報・ホームページ等で住
民の皆様にインクカートリッジを極力回収ボックス
へ入れて頂くよう応援したいと考えている。里帰り
プロジェクト参加については今後検討する。

足立　清 議員
（公明党）

プリンターインクカートリッジ

里帰りプロジェクトへ参加を提案

▲壁掛け設置式扇風機

▲放課後子ども教室（桜田）
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傍聴者の声
【5月臨時会】

●暑いときは、上着を脱いでもよいのでは。

●初議会なので、大勢の傍聴があるかと思ったが、市

民の関心が薄くがっかり。

【6月定例会】

●質問の中に、もっと討議らしい雰囲気が必要である。

●議員定数は減の方向で検討してはいかがか。現在は

合併後のため、やむを得ないだろう。

●議会情報が事前にネットで入手でき、情報公開が行

き届いてきた。代表質問とその内容についてもネッ

トに公開してほしい。

●質問通告書に表紙が付き、日程・質問者がわかりや

すくなって良い。

●他の町の問題など聞けてとても良かったが、追求不

足のため聞いていて不満が残った。初議会の質問な

のだから、議会を見に行こうと思わせるようにがん

ばってほしい。

●答弁者の声が小さく、消極的な口調で聞き取りにく

い人がいた。

●議員個人の意見に過ぎない一般質問を、議会全体の

意思に昇華させる仕組みを作る必要があるのでは。

ぜひ議会報告会を開いて市民に知らせるとともに、

市民の意見を公聴してほしい。

●一般質問で、質問者の熱意・気迫が弱い。また、当

局の回答も間延びした感じ。適度の緊張感と市民の

声を大切にする盛り上がりがほしい。

●久喜市は3月に合併したばかり。合併してよかった

と市民が感じる議会の運営・雰囲気が肝要。

●議会改革が行政の改革、市民サービスの向上につな

がるわけで、馴れ合いにならないようにしてほしい。

●これまで1市3町が慣例で行ってきた様々な事業をコ

ストという視点で比較検討できる良い機会なので、

議員ももう少し突っ込んだ質問・指摘をしてほしい。

【9月定例会】

●ほとんどの議員が一般質問を通告したのは大変良い

ことだと思う。

●丁寧な答弁は傍聴者にもわかりやすいが、あまりに

長く時間がかかるように感じる。

●市民・傍聴者のための議会開催中の生中継のモニタ

ーを、1階ホール等に設置すべき（インターネット

中継も未実施）。

●閲覧資料について、見たい資料が探しやすくなるよ

うに工夫してほしい。

●一般質問は多くの議員が行っていたのに比べ、議案

質疑を行った議員が一部に限られているのは残念。

●今回の一般質問では、あれもやれ、これもやれとい

う質問が多く見受けられた。基本的に行政が行う事

業・サービスに不要なものはないが、あれもこれも

は無理な状況にあるので、議会・議員も財政と事業

の優先順位について真剣に考えてほしい。

主なものの要旨を掲載させていただきました。

子育て支援センターの利用者からの声で、駅に

近いこと、駅に隣接していることへの希望がとりわ

け大きい。子育て支援センターについて、駅前開設

の考えはないか。ネックとなっているのは何か。

設置場所が駅前である場合に限らず、市内各地
区の設置状況や、民間の子育て支援センターに対す
る運営費補助金などの財政的負担等を考慮した検討
が必要となると考えている。

人が集まる拠点である駅前に設置し、利用する

という意義は大きいものがある。財政状況等はわか

るが、その上で設置を考えていくべきでは。

公設の子育て支援センターの運営費について、
２２年度からは県負担分がなくなるため、今ある子
育て支援センターの運営費を優先するが、その上で
財政措置が可能かどうか調整を図り、できるだけ多
く設置したいというスタンスで対応していきたい。
防犯灯について

旧久喜市地区では地元からの要望によって設置

しているが、犯罪が実際に発生し、防犯灯の設置が

有効である場合、市としてはどう対応できるか。

現地調査を実施したところ、防犯灯を設置する
ことにより一層の効果が見込める箇所があった。地
元区長に経緯を伝え、防犯灯の設置について要望を
いただくことになっている。

井上忠昭 議員
（飛翔）

子育て支援について
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●9月定例会では、59件の議案がそれぞれ所管の委員

会に付託され、そのうち継続審査となった決算認定

46件を除く13件について審査が行われました。

※議会運営委員会への付託はなく、送付された陳情1件を検討

しました。

●市民参加による、速やかな久喜市議会基本条例の制定

●平成22年度久喜市

一般会計補正予算（第1号）について 可決

休日夜間診療所分担金（白岡町）が今回の補正でかなり増

えているが。

休日夜間急患診療所管理運営に関する協定書の見直しを図

り、総負担額の30％を均等割、70％を人口割で負担すると締結

したためである。

赤ちゃんの駅市町村設置事業補助金の算定根拠は。

公共施設34施設39ヵ所、民間事業所等21施設29ヵ所計68ヵ

所にそれぞれ10万円の補助という計算である。

地域づくり提案事業補助金の事業内容は。

新市観光マップ作成補助金とゆるキャラ着ぐるみ作成補助

金の2事業を予定している。

本庁舎網戸設置工事の内容は。

本庁舎の既設の窓で、スライドが可能なものに網戸を設置

するものである。全部で120ヵ所程度を考えている。

トイレ改修工事の内容は。

本庁舎1階市民税務課わきにある身障者用のトイレの不具

合の改修と温水、浄水便座にする工事である。

通所サービス利用促進事業補助金の送迎サービスの内容

は。

サービスの利用に係る利用者負担の軽減を図るため、送迎

サービスを行う事業所に対して、当該送迎に要する費用を助成

するものである。久喜市いちょうの木を初め、11ヵ所の事業所

に助成を行う。

●平成22年度久喜市

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

老人保健特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

介護保険特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

下水道事業特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号）について 可決

●平成22年度久喜市

水道事業会計補正予算（第1号）について 可決

●久喜市男女共同参画を推進する条例

原案　可決 修正案　否決

（原案に対する質疑）

審議会委員について、「男女いずれか一方の委員の数は、

委員総数の10分の4未満にならないように努めるとする。」と

あるが、もう少し積極的に進めるべきではないか。

努力規定を設けているが、実質的には10分の4以上になる

と考えている。

努力規定ではなく、義務規定にすべきだと考えるが。

総体的には積極的に均衡を図っていくという考えである。

「10分の4未満にならないように努めるとする」とあるが、10分

の4以上になるよう努力をしていきたい。

（修正案に対する質疑）

男女共同参画に関しての動向は。

政令指定都市において、義務化されているものとされてい

ないものがある。特に第20条については、10分の4未満であって

はならないとしているところが、大部分であるという認識であ

る。

埼玉県内で10分の4未満であってはならないと規定してい

る自治体は。

把握している自治体は、八潮市、吉川市、所沢市、行田市。

また、桶川市は「女性委員は、総数の3分の2以上とする」とし、

東松山市については、「努めるものとする」と規定されている。

仮に男6人女4人の審議会で、女性委員に欠員が出た場合、

この規定はどう適用するか。

同じ比率を求めるべく委員を募るという考えである。

●久喜市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決

※このほか、送付された陳情1件を検討しました。

●安心・安全な国民生活実現のため、国土交通省の地方出先機

関の存続を求める陳情書

●字の区域を変更することについて 可決

●久喜市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する

条例の一部を改正する条例 可決

※このほか、委員会の所管事務調査として「菖蒲老人福祉セン

ター」「彩嘉園」及び「偕楽荘」の3つの高齢者福祉施設の現

状について、視察を行っています。

※委員会への付託はなく、所管事務調査として「学校給食の状

況について」教育委員会より説明を受けた後、質疑等を行い

ました。その後、久喜地区と鷲宮地区の給食を試食し、委員

間での意見交換や提案などが出されました。

委　員　会

環境建設水道常任委員会

福祉健康常任委員会

文教常任委員会

総務財政市民常任委員会

予算常任委員会

議会運営委員会
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陳　情
●安心・安全な国民生活実現のため、国土交通省の地方出

先機関の存続を求める陳情書

国土交通省管理職ユニオン関東支部委員長　中川　順次

●市民参加による、速やかな久喜市議会基本条例の制定

未来工房ハッピー久喜代表　後上　民子

議会を傍聴して
みませんか

○市議会は皆さんが自由に傍聴

できます。

本会議　定員50人

委員会、代表者会議、全員協

議会、議会運営委員会

定員15人

○手話通訳をご希望の方は、傍

聴したい日の2週間前までに議

会事務局にご連絡ください。

TEL0480-22-1111

（内線5113、5114）
FAX0480-21-6061

議会のホームページでも傍聴
についてご案内しています。

9月の定例議会。29人の議員が一般質

問に立ちました。最高気温39度という酷

暑の影響や雹
ひょう

の被害など天候に伴う問題。

高齢者の行方不明問題。福祉、教育環境の

整備、住民サービス、合併に伴う事業展開、

さらには将来を見据えた市政運営など多面

的でした。

降雹による梨被害の質問では、一年かけ

て、丹精込め実った梨を「明日は出荷でき

るぞ」と思っていた矢先の被害状況など、

梨農家の皆さんのくやしい思いや将来への

不安など質問がありました。

今議会最大の議案は、1市3町、合併前

の決算を認定する議案で継続審査となりま

した。新市へ反映できるよう取り組んでい

ます。

議会だよりは「一般質問」に大きなスペ

ースを割いています。読んでいただけると、

久喜市全体の問題点なども見えてくると思

います。

是非ご一読いただければ幸いです。

（石田）

議会の詳細は
「会議録」で

議員の発言内容を詳しく

お知りになりたい方は、議

会事務局、県立及び市立図

書館、公文書館で「会議録」

が閲覧できます。また議会

のホームページからも「会

議録」の検索・閲覧ができ

ます。ぜひご利用ください。

なお、9月定例会の会議

録は校正事務の都合上、閲

覧・ホームページへの掲載

は11月中旬頃になります。

広報委員会委員

◎大谷和子

○園部茂雄

石田利春

井上忠昭

田村栄子

齋藤広子

盛永圭子

柿沼繁男

猪股和雄

山田達雄

鈴木松蔵

（◎委員長　○副委員長）

本会議傍聴者数
9月 2日（議案上程） 8人
9月 8日（一般質問） 12人
9月 9日（一般質問） 41人
9月10日（一般質問） 24人
9月13日（一般質問） 13人
9月15日（議案質疑） 6人
9月29日（討論・採決）11人

合　　計 115人

委員会傍聴者数
8月26日（議会運営委員会）0人
9月17日（総務財政市民常任委員会）4人
9月17日（議会運営委員会）4人
9月21日（環境建設水道常任委員会）1人
9月22日（福祉健康常任委員会）1人
9月24日（文教常任委員会）0人

合　　計 10人
34 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
33 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
32 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
1 渡辺　昌代（共産党） 

石田　利春（共産党） 
木村　奉憲（共産党） 
杉野　　修（共産党） 
梅田　修一（飛　翔） 
井上　忠昭（飛　翔） 
大谷　和子（飛　翔） 
上條　哲弘（飛　翔） 
園部　茂雄（政策会議） 
春山　千明（政策会議） 
富澤　孝至（政策会議） 
田村　栄子（無会派） 
齋藤　広子（公明党） 
矢�　　康（公明党） 
鈴木　精一（飛　翔） 
並木　隆一（飛　翔） 
田島　行雄（飛　翔） 
鈴木　松蔵（飛　翔） 
盛永　圭子（飛　翔） 
柿沼　繁男（飛　翔） 
猪股　和雄（政策会議） 
石川　忠義（政策会議） 
新井　勝行（政策会議） 
内田　　正（政策会議） 
岡崎　克巳（公明党） 
足立　　清（公明党） 
戸ヶ崎　博（公明党） 
松村　茂夫（飛　翔） 
青木　信男（飛　翔） 
宮�　利造（飛　翔） 
大鹿　良夫（飛　翔） 
山田　達雄（飛　翔） 
岸　　輝美（飛　翔） 
鎌田　忠保（飛　翔） 

○出席　　×欠席 

平成22年9月定例会本会議出席状況 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

議
席
番
号 

氏　名 （会派） 

9
月
2
日 

9
月
8
日 

9
月
9
日 
9
月
10
日 
9
月
13
日 

9
月
15
日 

9
月
29
日 

◆
コ
ス
ト
表
示
…
平
成
22
年
度
の
久
喜
市
議
会
だ
よ
り
は
、
１
部
当
た
り

9.55
円
で
製
作
し
て
し
て
い
ま
す
。

編集後記


